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イノベーションの担い手となるサイエンスリーダーの育成プロジェクト 

 

 

３月１２日（土）山口南総合センター 

 

 

 

 

 

 

口頭発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１５日（火）周南市文化会館、本校体育館・柔剣道場 
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記念講演  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポスター発表 

 

 

 

 

 

 ３月１８日（金）～２１日（月）つくば国際会議場 

 本校参加生徒８名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午前中は周南市文化会館にて、本校ＯＢで九州大学大学院 

吉村和久名誉教授による記念講演「秋吉台の自然とひとと

の関わり－草原の成り立ちについて」と課題研究発表・海

外研修報告の口頭発表４テーマを行いました。午後は会場

を本校に移し、課題研究に加えＳＳＨ科目、海外研修、企

業連携学習の計２８テーマのポスター発表を行いました。

運営指導委員の先生方を初め、一般の参観者や保護者の方

々から指導助言をいただくことができました。今年は初め

て全校生徒が参加して科学技術のトピックに触れる盛大

な会となりました。 

 

１チーム６名の筆記競技（物理、化学、生物、地学、数

学、情報に関する知識・活用を問う問題１２０分）、１

チーム３名の実技競技（与えられた課題に関する実験 

１２０分）、限られた材料と制限時間で製作する工作２

種の３つの総合成績で競いました。最終日には筑波実験

植物園、つくばエキスポセンターでのエクスカーション

も行われました。 

平成２８年度にはＳＳＨ事業を統括する「ＳＳＨ推進室」

を校務分掌として設置します。県教委主体の事業（やまぐ

ち煌めきサイエンス）を活用してＳＳＨで開発したプログ

ラムを県内の中・高等学校に普及するとともに、科学系部

活動の情報交換会や大学・企業等の外部機関、海外教育機

関との連携を強化しながら研究開発を進めていきます。 

山口県のＳＳＨ指定校２校と「やまぐちサイエンス・サポ

ート事業」による活動を行った県立学校７校による課題研

究成果の発表が行われました。本校からは口頭発表２テー

マとポスター発表４テーマの発表をしました。また、理数

科２年生全員と１年生の半数が発表の参観をしました。 



 


